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(論文内容の要旨)
本論文は,文書分類の精度を向上させる方法を提案したものである.文書分類と

は,文書をその内容に従って分類するﾀｽｸであり,電子ﾒ-ﾙ分類やｳｪﾌﾞﾍﾟ-ｼﾞ

分類など実用上重要なﾀｽｸの-般的な枠組と捉えられる.この目的に対する様々

なｱﾌﾟﾛ-ﾁのうち,本論文ではｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞによるｱﾌﾟﾛ-ﾁを論じている.

ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞは-般的には,教師無し学習の方法であるが,文書分類の精度を向

上させるために利用できることを示している.

第-のｱﾌﾟﾛ-ﾁは,単語と文書の共ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞによる方法である.分類問

題に対する確率ﾓﾃﾞﾙのｱﾌﾟﾛ-ﾁでは, -つのｶﾃｺﾞﾘに-つの確率分布を仮走

する場合が少なくない.このｱﾌﾟﾛ-ﾁの動機づけとして,この仮走が正しいとは

いえないことを実験的に示した.続いて,この仮走による確率ﾓﾃﾞﾙの乱れを是正

する枠組を,文書と単語の共ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに基づいた形で提案した.提案方法で

は,確率ﾓﾃﾞﾙの是正のために文書がﾏ-ｼﾞされるが,ﾃﾞ-ﾀｽﾊﾟ-ｽﾈｽ間題を

軽減するために単語のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞも同時に行う.この方法を用いて文書分類の

精度を向上させることに成功した.

第二のｱﾌﾟﾛ-ﾁは,ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに基づいた構成的帰納学習法である.本手

法においては,ｻﾎﾟ-ﾄﾍﾞｸﾀ-ﾏｼﾝと呼ばれる分類器が,潜在的意味解析(LSI)

などのｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに基づいた構成的帰納学習法と組み合わせて便用される.ｸ

ﾗｽﾀﾘﾝｸﾞによって抽出された素性が文書の素性空間の拡張を実硯しているこの

手法は,ﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀ中の素性で訓練ﾃﾞ-ﾀに出現しないものが多く存在するとい

う文書ﾃﾞ-ﾀの性質を利用したものである.ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに使用できる未知ﾃﾞ-

ﾀが充分多く存在する場合に分類精度が向上することが示された.

最後に,確率分布に基づいたｶ-ﾈﾙ関数を文書分類に応用する試みについて述

べている.ここでは,文書ﾃﾞ-ﾀが複数のｶﾃｺﾞﾘの混合であることを利用して確

率分布を作る.二値分類の場合においても,このような確率分布から構成したｶ-

ﾈﾙ関数が有効であることが示された.



(論文審査結果の要旨)

平成15年1月28日に開催した公聴会の結呆を参考に平成15年2月17日に本博士

論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者とし

て,研究括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める.

高村大也は,本博士論文において,ｸﾗｼﾀﾘﾝｸﾞに基づき以下に示すように

様々な手法を利用することによって文書分類の性能向上をを行う方法を提案した.

1.単語集合のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞと文書集合のｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞを同時に行なう共ｸﾗ

ｽﾀﾘﾝｸﾞという手法を提案し,文書分類に有効に働くことを示した.また,

これにより,従来単-の確率分布よりなると仮走されることが多かった文書ｶ

ﾃｺﾞﾘに対し,ｶﾃｺﾞﾘによっては複数の部分ｶﾃｺﾞﾘを考えることが有効で

あることを示した.

2.情報検索で用いられる潜在的意味解析のような次元庄縮法は,文書ﾃﾞ-ﾀを表

現する単語空間に対するｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞの-種と考えられる.これによる軸を

追加素性として加えることにより学習性能が向上することを示した.

3.確率分布に基づいたｶ-ﾈﾙ関数の-つであるTOPｶ-ﾈﾙを文書分類に応

用する試みを示した.文書ﾃﾞ-ﾀが複数のｶﾃｺﾞﾘの混合であることを利用

し,確率分布を作り,二値分類の場合においても,このような確率分布から構

成したｶ-ﾈﾙ関数が有効であることを示した.

様々なｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞに基づく素性選択によって文書分類性能の向上のための手

法を提案した本研究は,独創性が高く,しかも実用的であり,文書処理の分野にお

いて高い貢献があると評価する.よって,博士(工学)の学位論文として価値あるも
のと認める.


